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新語“老齢”の誕生と定着
一中国語“老齢化社会”普及の要因を探って－

赤平恵里

1. はじめに

近年、日本では、 65歳以上の高齢者の割合が人口の20% と高まってお

り l、重大な社会問題となっている。日本語では、このような現状を指

し、一般に「高齢化社会」という言葉が用いられている 2。一方、隣国中

国も同様の社会問題に直面しているが、中国語ではこれを“老齢化社会”

と呼ぶ3。では、なぜ中国と日本では同一の現象を指すにあたり、このよ

うに二つの異なった表現が用いられているのであろうか。

そもそも日本語と中国語の間には同形語4 というものが存在し、「市場

経済J .「暖冬」などのように、同一の現象を指す際に用いられることが

しばしばある。しかし、上述の人口問題に関しては、日・中でそれぞれ

「高齢化社会」・“老齢化社会”という異なった表現が用いられ、同形語が

用いられていない。すると、その背景には、何らかの特別な理由があっ

たのではないだろうか。そうだとすれば、その背景を検討することによ

って、どのような場合に日中同形語が成立しないのかを考察できるはず

である。逆にいえば、日中同形語の成立条件を検討することもできるの

である。

そこで本稿では、“老齢化社会”の中の“老齢”に焦点を当てる。“老

齢”という語については、既に老年学の分野で検討がなされているもの

の、その論点は“老齢”が老年学の学術用語として適当か否かにあり 5、
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管見の限り言語学的視点から実例をあげて分析したものはない。したが

って、『人民日報』 6のデータベースを主に用い、言語学的な観点より“老

齢”の誕生背景・流布状況などを考察する。加えて、“高齢”との比較を

通し、中国語において“老齢化社会”という語が定着した要因を明らか

にしたい。

2. 新語“老齢”の誕生

まず、“老齢”の誕生について検討する。現在常用されている“老齢”

という語は、「老年。老齢。 7J の意で、人の年齢に用いることが多く、版

の古い辞典には収録されていない 8。例えば、〈現代双i吾河典》9 をみると、

“老齢”は第 1 版（1978 年）と第2版（1983 年）には収録されておらず、 1996

年の第 3版から登録されている。また、小学館の『中日辞典』 10 において

も、初版（1992年）には未収録であり、 2003 年の第2版になって新たに追

加されているのである。現に“老齢”は、新語辞典 II に登録されており、

そこでは 1980年代の記事が引用されている。つまり、「老年。老齢。」の

意味で人に用いられる“老齢”は、近年誕生した新語 12 なのである。な

お、日本にも「老齢」という語があるが、これは 1880年代頃には既に使

用されており 13、 2007年現在にいたるまで「年をとっていること。また、

その年齢。老年。 14J の意で主に人の年齢に用いられている。

それでは、この“老齢”という語は具体的にはいつ頃から使われ始め

たのか。前掲の新語辞典の用例より早い時期には用いられていなかった

のだろうか。 1946 ～ 1979年までの『人民日報』の用例を検索すると、表

1 のようになる。

表 1. 《人民日披》（1946-1979）の使用例

老齢
46-49 I 50-54 I 55-59 I 60-64 I 65-69 I 10-14 1 75-79 

3 I 4 I 4 I o I 1 I o 

これより、 1980年代以前にも“老齢”が使用されていたことがわかる。

では、その用法は現在と変わらないのであろうか。（以下、太字強調は筆
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者）

(1) 老齢母樹的科将，一般都是粒小，比重軽，友芽率小，苗木生長

不良， f艮容易枯死，不透子采科之用。（1949.10.16)

老齢母樹の種は、普通種が小さく、比重も軽く、発芽率は低く、

苗木の生長も思わしくなくて、枯れやすいので、採種に適して

いない。

(1) は『人民日報』における“老齢”の初出の例である。これによると

“老齢”は、人の年齢ではなく、植物の年齢、つまり樹齢を指す語として

用いられている。一方、以下のような用例もある。

(2）迭祥培奔出来的工程姉比一般大学新半~的知狽分子更好，因方

除了有同等的理治水平外，老齢工人培雰成的工程姉有半富得多

的安隠径詮，因而是更好的工程姉。（1953.7.13)

このようにして養成された技師は一般の大学新卒のインテリよ

りず、っと優れている。理論的な面で同レベルであるほか、老齢

の労働者から養成された技師は実際の経験が非常に豊かなため、

より優れた技師なのだ。

ここでは、“老齢”が初めて人の年齢を表す語として用いられる。しかし

これ以降、 1979年までの聞に“老齢”が人の年齢として使われることは

一例もない。よって、（2）は例外とみなしてよいだろう。むしろこの時

期の“老齢”は、（1) のように、植物の年齢を表す際に用いられており、

1980年以前の用例全 13件のうち、 12件が“老齢林”（老齢林）・“老齢樹”

（老齢樹）・“老齢的棉鈴虫”（老齢のワタミムシ）といったように植物や

害虫などの年齢を表す言葉として用いられている。つまり、中国語では、

日本語と同じように早い時期から“老齢”という言葉が使われてはいた

ものの、人の年齢を指すものとしてではなく、林業や農業の分野で人以
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外の生物を表現するものとして使用されていたのである。

では、人の年齢を表す“老齢”という新語は、いつ生まれたのであろ

うか。ここで注目すべき点は、この語の用例数が、 1980年以降、激増し

ているという事実である（表2-8)0

（件）

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

表 2. ｛人民日披〉における老齢の使用例 一老齢｜

@2000年＼、

01980年

|\ 
,o.i'>-ro ,o.iV:i<:;) ,o.iV:iV:i ,o.iro<:;) ,o.iroV:i ,o.i"<:;) ,o.i"V:i ,o.i<b<:;) ,o.i<bV:i ,o.io.i<:;) ,o.io.iV:i cf'<:;)<:;) <f'<:;)ro 得）

そして、この 1980年を皮切りに、“老齢”は、人の年齢を指す語とし

て用いられるようになる。その例は、次のとおりである。

(3）伺：提但一対夫如只生一小該子，会不会使我国人口老齢化，出

現芳功力不足的情況？ ( 1980.8.11) 

質問：一組の夫婦に子供一人のみと提唱することで、わが国の

人口が高齢化し、労働力が不足するという事態が起きるのでは

ないか。

(4）或咋有的同志担心：按照迭十方案人口一歩歩地減少下去，会不

会芹生人口“老齢化ぺ会不会出現被抗非人口増多到芳功造齢人

口雄以負担的程度？ (1980.3.7) 

もしかしたらこのように心配する人もいるかもしれない。この
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方案に従って人口が徐々に減っていくと、人口の「高齢化」が

起きたり、被扶養人口が増加して労働適齢人口が負担しがたい

レベルになったりするのではないだろうか。

(5）未来我国人口友展会不会出現“老齢化”向題？ (1980.3.18) 

将来わが国の人口の展望として「高齢化」問題が出現するので

はないだろうか。

(6）提信一対夫知只生一小該子后，有些同志提出将来六十五67 以

上的老年人占忌人口的比重会不会辻大，老年人和青壮年人

数的比例会不会不協調。迭就是所清人口的“老齢化”向題。

( 1980.5.27) 

夫婦一組に子供一人を提唱した後、将来六十五歳以上の老人が

総人口に占める割合が大きくなりすぎたり、老人と青壮年の人

数の比率のつり合いがとれなくなったりするのではないかと指

摘している人もいる。これがいわゆる人口の「高齢化」問題で

ある。

では、“老齢”という語はなぜ 1980年以降盛んに用いられるようにな

ったのであろうか。ここで、 1979年に中国が夫婦一組に子供一人という

「一人っ子政策」を採用したという事実に注目する必要がある。これは、

激増する人口に歯止めをかけるために政府が施行した政策で、生まれて

くる子の数を規制するものであった。裏を返せば、それは総人口におけ

る高齢者の割合を高めるという結果を引き起こすものであったため 15、

人口の高齢化の出現が予測されたり、危倶されたりするようになる。そ

うすると、一人っ子政策が布かれた結果、人口高齢化が一つの重要な社

会問題として意識されるようになり、そのような高齢化現象を表す際に、

“老齢”という語が用いられるようになったのではないだろうか。

このことを裏付けるものとして、上掲の（3）～（6）の例があげられる。
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(3）～（6）、すなわち 1980年の全ての例は、 79年の一人っ子政策の実施

を受け、高齢化の出現を懸念したものである。つまり、人に関して用い

られる“老齢”が 1980年以降の『人民日報』で激増した理由は、一人っ

子政策の影響で高齢化社会が問題視されるようになったことにあると考

えられるのである。

3. “老齢”の定着

以上の背景のもとで誕生した“老齢”は、中国語の中でいかに定着し

たのか。人口現象の表現として、“高齢”ではなく“老齢”が定着した過

程を明らかにしていく。

“老齢”の誕生につながったいわゆる人口高齢化という現象は、早い国

では 19世紀後半頃から既に起こっていた 160 すると、 1980年当時高齢化

社会に入っていなかった中国は、高齢化社会という概念を表す際、それ

が既に起きていた国の語を取り入れる可能性もあったはずである。日本

は 1970年に高齢化社会となった 17。隣国であり、同じ漢字文化圏である

日本の使用している語、すなわち「高齢化」が、中国語の中に取り入れ

られることはなかったのであろうか。

“老齢”と“高齢”では植物の年齢を指すものなど様々な意味の用例が

含まれてしまい、人口現象に限定した用例をみるには傾向をつかみにく

（件）

90 

80 

70 

60 

50 

40 

表 3. 老齢化と高齢化の使用例

I a 
30 1 八 戸ヘ＼、
20 I / ""- / ＂－ー～）I / ~～＿， b 

10 I によr～〆~でごーへ、l日一一一～一一一一一一一、〆／0 ・~胴ド ーい 司～

,O:Jro~ ,O:Jrori., ,O:Jci!- ,O:Jroro ,O:Jcoro ,O:JO:J~ ,O:JO:Jri., ,O:JO:J'lx ,O:JO:Jro ,O:JO:Jro z〆ググ‘ぷ（年）

｜一一a 老齢化一一一 b 高齢化｜
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いため、ここでは対象を絞り、“老齢化”と“高齢化”を比較する。

表3 （前頁下）は、『人民日報』において“老齢化”と“高齢化”が初

めて出現した 1980年～ 2006年の用例をグラフ化したものである。表よ

り“高齢化”の使用が認められる。しかし、日本に関する記事では日本

語の影響から“高齢化”が使われる可能性が高いので、さらに①日本に

関するもの・②中国に関するもの・③その他の三つに分類した（表4）。

表 4. ＜人民日披｝ (1980-2006）の使用例

老齢化 高齢化

日本 中国 その他 日本 中国 そのイ也

1980-1990 11 65 18 20 4 7 

1991-2000 23 254 61 12 8 2 

2001-2006 22 250 46 12 2 

表4 をみると、②中国に関する記事でもわずかだが“高齢化”が用いら

れている。

(132) 

(7）所清人口“老齢化”或“高齢化”，一般是指六十或六十五歩以上

老年人口占忌人口比重校高而言的。 F格悦来，“老齢化”井没有

一十碗切的祢准。（1980.3.18)

いわゆる人口の「老齢化」あるいは「高齢化」は、一般に六十ま

たは六十五歳以上の老年人口の総人口における割合がやや高い

ことを指していっているものである。厳密にいうと、「老齢化J

にはべつに確かな基準があるわけではない。

(8）晃一方面，人口高齢化的辻程将加快。由子七十年代以来生育率

的下降，少年JL童人口比例降低，到2000年老年人口比例可能上

升到7%左右。（1986.12.2)

そのほか、人口の高齢化が加速するだろう。七十年代からの出

生率の低下により、少年児童の人口比率は下がり、 2000年には
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老年人口の比率はおそらく 7%前後にまで上昇する。

(7) (8）の“高齢化”は、日本の「高齢化」と同義であり、 1980年代に

は日本語と同様に“高齢化”が使われていたことがうかがえる。さらに

表4の“高齢化”を注意してみてみると、①・③の件数が時を追うごと

に減少する一方で、②の件数だけが年々増えている。なぜこのような違

いが生じたのか。‘高齢化’の用法に何か変化があったのではないだろう

か。用例をみる。

(9）伴随着人口老齢化，人口高齢化也日益突出，我国八十歩以上高

齢老年人毎年以百分之五左右的速度増長。（1996.12.28) 

人口の高齢化にともない、人口の超高齢化も日に日に顕在化し

てきており、わが国の八十歳以上の高齢の老人は毎年5%前後の

速さで増えている。

(10）我国社会歩入老齢化的速度非常快。友i本国家b人出生率出現下降

超勢到遊入老齢化社会，辻程一般将近 100年：市我国自上世妃

70年代到 80年代初出生率升始大幅下降，到本世会己初就沼入了初

期老齢化，泣程不辻20 多年。……据預測，到本世会己中叶，我国

60 3'7 以上老年人口将超迂4イ乙，占人口忌数的 1 I 4左右。今后，

迩会有向高齢化社会友展的超勢， 80 3'7 以上高齢人口所占比例也

会越来越高。（2004.10.22)

わが国の社会が高齢化に入るスピードは非常に速い。先進国家

は出生率の下降傾向が出現してから高齢化社会に入るまで、普

通百年近くかかっている。しかし、わが国は前世紀の 70年代か

ら 80年代初めには出生率が大幅に低下し始め、今世紀の初めに

は高齢化の初期に入り、その間わずか二十数年しかかかってい

ない。一…・予測では、今世紀の中頃になると、わが国の 60歳以

上の老年人口は4億を超え、人口総数の四分のー前後になるよう
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である。今後は、さらに超高齢化社会へと発展する傾向があり、

80歳以上の高齢人口が占める割合もますます高まるだろう。

上の二例では、“老齢化”と“高齢化”が別の現象を表す言葉として区別

されており、“高齢化”が“老齢化”のさらに進んだ状態を示す語として

使われているのである。実際、人口高齢化についての専著にも以下のよ

うな記述がある。

(11）日本将其i手方人口高齢化，我国大多数人使用人口老齢化和高

齢化在程度（ママ）是有差別的。通常把人口中老年人的比例提高

的辻程称方人口老齢化。人口高齢化則指人口老齢化己主主到一定

程度，高齢老人在老年人中占到一定的比例， i去十比例増大的辻

程 180 

日本ではそれを人口の高齢化と訳しているが、わが国の大多数

の人は、人口の老齢化と高齢化を使う際には程度により区別し

ている。通常、人口において老人の比率が高まる過程を人口の

老齢化という。人口の高齢化は人口の老齢化が一定の程度に到

達し、高齢の老人が老人の中で一定の比率を占め、その比率が

増える過程を指しているのだ。

つまり、最近では、高齢化の意で“老齢化”が使用され、「高齢者人口

の中でさらに高年齢の老人が増える」という超高齢化の意で“高齢化”

が用いられているのである。現に 1990年以降の②の用例では、 20例中

17例が、この超高齢化の意となっている。以上から、②において“高齢

化”の使用例が増えているのは、日本語と同義の用法が増えたわけでは

なく、このように新たな用法が生まれたためだといえる。

さて、表3 のとおり、“高齢化”は全体としては用いられなくなってい

るわけだが、これは“老齢”という語が定着し、これまで“高齢化”と

されていたものが、“老齢化”と表されるようになったことによると考え
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られる。①日本に関する記事では、表4の 1980 ～ 1990年の“高齢化”の

用例数が“老齢化”より多いことからもわかるとおり、日本語の「高齢

化」という語の影響で、“老齢化”と訳さずにそのまま“高齢化”と表さ

れることが多かった。したがって、日本で「高齢化J といわれるものが

“老齢化”に直されていれば、“老齢化”が定着したことを証明できるの

ではないだろうか。（以下、下線強調は筆者）

(12）本扱況 因人口同題市不堪重荷的地球，目前，又面11白都市老

齢化的戸峻現実。迭是“都市化、老齢化朕合国仙台会決”笈出

的警扱。……迭~h人全球規模探汁都市化老齢化現象及其対策的

国防会淡，是由朕合国人口司、日本高齢化社会綜合研究中心不日

仙台市共同主か的，子9 月 12 日至 9 月 16 日在日本仙台市召升。

(1988.9.22) 

本紙電 人口問題で負担に耐えかねている地球が、今再び都市

高齢化という厳しい現実に直面している。これは「都市化と高

齢化に関する国連仙台会議j が発した警報である。……この全

世界の規模から都市化高齢化現象およびその対策を討議する国

際会議は、国連人口部、エイジング総合研究センターと仙台市

が共同主催したもので、 9 月 12 日から 9 月 16 日まで日本の仙台

市で聞かれた。

(12）は、日本で開かれた会議についての記事である。会議名に“老齢

化”が使われているが、日本ではどのように表現されているのか新聞を

あたってみると、

(13) 9 月に、国連人口部などの主催で開かれた「都市化と高齢化

に関する国連・仙台会議」での北京市の報告でも、こうした

状況のもとで、敬老と高齢者の権利保護のために、教育の向

上と法規の整備が急務だ、と強調されていた。（『朝日新聞』 19
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1988.10.29 朝刊）

とあるようにやはり「高齢化」が用いられている。さらに別の例もみて

みよう。

(14）“少子老齢化”是20世妃90年代的日活新河￥L 也将是日本在整

ノト 21 世紀都必須対座的哉略性濃題。 i午多学者主人方，返事美日本

的国力夫衰和稔定友展。（2001.1.6)

「少子高齢化」は 20世紀90年代の日本の新語で、日本が21 世紀

の間対応しなければならない戦略的難題となるだろう。多くの

学者はこれが日本の国力の盛衰と安定した発展に関わると考え

ている。

“少子老齢化”というのも日本では聞かない表現であり、一般に「少子高

齢化」といわれている 200

このように日本語の「高齢」を“老齢”と表現している例が多々みら

れる。これより、人口の高齢化の進行とともに“老齢化”という表現が

普及し、“老齢”という語が中国語の中に浸透してきたことがわかるだろ

う。また、表2では、 92000年に“老齢”の用例が最も多いが、中国は

ちょうどこのあたりの時期に高齢化社会に入っている 21。このことから

も“老齢”が高齢化現象を表す語として定着したと判断できる。

4. “老齢”定着の要因

そもそも人口の高齢化現象を表すのに数ある語の中からこの“老齢”

が選ばれたのはなぜなのであろうか。例えば、『人民日報』では、“高齢”

の使用例は 1946 ～ 2006年まで一貫して“老齢”より多い。それならば

“老齢”ではなく“高齢”を使ってもよさそうなものである。本節では、

三点から“老齢”定着の要因を考察していきたい。
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4-1. “老化”の影響

前述のとおり、中国で高齢化問題に関心が寄せられるようになったの

は、 1980年代以降である。その時期に出版された人口学の専著に何か手

がかりはないかと調べると、

(15）人口老齢化問題。有人担心，長期一対夫知一ノト該，会引起人口

老化220

人口高齢化問題。長い間夫婦一組に子供一人であると、人口の

高齢化を引き起こすのではないかと心配している人もいる。

というように高齢化を表すのに“老化”が用いられている。中国におけ

る初の総合的な人口学辞典23 では、

｜人口老化I (Aging of a population) 人口中老年人比重日益上升的現

象。

人口高齢化 人口中の老人の比重が日増しに

高まっている現象。

｜友法国家人口老化｜ 人口老化是友迭国家当前面｜陥的一↑突出的人口

向題和必須解決的一十新的社会径許｜河題。

先進国の人口高齢化 人口の高齢化は先進国が目下直面している顕

在化した人口問題であり、解決せねばならな

い新たな社会経済問題である。

と“老齢化”という語はみられず、代わりに“老化”という語が使われ

ているのである。人口学辞典には、世界各国の言語に訳されているもの

もある。その日本語版と中国語版を比較してみても、やはり“老化”が

用いられている。

〔日本語版〕 総人口の中で老人の割合が増加する時、これを人口の
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高齢化ageing (aging）という 240

〔中国語版〕 当老年人在人口中的比例増大吋，我伯称之方人口老化

(aging) 250 

このほか、老年学の専著26 に“老齢化”を“老化”と訳す人もいると書

かれており、また辞書27 にも“人口老齢化”を“人口老化”と略称する

という記述がみられることから、“老齢化”の類義語としての“老化”の

存在がうかがえる。『人民日報J で高齢化の表現に“老化”の用いられて

いる記事を調べると、次の（16) (17）のとおり、 1979年、すなわち“老

齢化”より一足先に人口の高齢化を指す語として用いられているのであ

る。

(16）但是，由子各科原因，六十年代后，亦朕的人口増長率急刷

下降， iき使得人口年齢結拘“老化”，芳功后各資源日起短娘。

(1979.6.28) 

しかし、様々な原因により、六十年代以降、ソ連の人口の増加

率は急激に低下して、人口の年齢構造の「高齢化」を引き起こし、

労働予備資源も日増しに不足している。

(17）例如，悦実行一対夫知“最好生一小”会使人口“老化”。

( 1979.12.23) 

例えば、夫婦一組に「極力子供一人」を実行すると人口の「高齢

化」が起きるということだ。

上記の例より“老化”が高齢化の意で用いられる時は“人口老化”と表

現されることが多いようなので、“人口 とともに用いられた場合の“老

化”と“老齢化”の使用例をまとめ、表5 とした。
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表 5. ｛人民日披） (1946-2006）の使用例

人口老化 人口老齢化 人口高化

1946-1979 。 。 。

1980-1990 42 38 。

1991-2000 21 224 。

2001-2006 4 177 。

“人口老化”と“人口老齢化”を比べると、 1980 ～ 1990年は“人口老

化”の使用例が多いが、その後は“人口老齢化”が圧倒的に多い。つま

り、初めは“人口老化”も“人口老齢化”と同様によく使われていたが、

しだいに“人口老齢化”のほうが多く使われるようになったわけである。

“老化”も“老齢”と同じ新語で、ゴムやプラスチックなどの劣化の意

味から、人の年齢が上がっていくことまでをも指すようになった語であ

る 280 しかし、同じ新語といっても“老化”は“老齢”よりは中国語の

中に定着していた。その証拠に、“老齢”が人口の高齢化を表す語として

用いられる以前、すなわち 1946 ～ 1979年の『人民日報』の用例数を比

較すると、“老齢”が 13件しかないのに対し、“老化”は 54件も用いられ

ている。そのうえ、“老化”は、語義が今より限定されてはいるものの、

“老齢”よりも早くから辞典に収録されている 290 

このように、中国語として多少浸透していた“老化”が早い時期に高

齢化を表すのに用いられたことが、同じ“老”からなる“老齢化”の定

着につながったと考えられる。“老化”が“老齢化”の定着につながる

なら“高齢化”に対応するのは“高化”である 30。“高化”という表現が

多く使われていれば、“高齢化”が定着することもできたと考えられる

が、表5 に“人口高化”の用例がみられないとおり“高化”は一般に用

いられない。また、現在“老化”ではなく“老齢化”の使用が増えたの

は、“老化”が体の衰えなども指し、意味が広いのに比べて、“老齢化”

は“齢”（年齢）があることで、年齢が上がるという限定された意味を示

せるからであろう。
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4-2. “老”の機能

さて、“老齢”も“老化”も“老”からなる語であると述べたが、この

“老”が“老齢”の定着に一役買っている。

“高齢”と“老齢”の違いは、“齢”が二語に共通で年齢を意味してい

るものであるから、“高”と“老”の相違によるはずで、ある。辞書31 を引

くと、

老く形〉①年~大（眼“少”或“幼”相対）

年をとっている。（「若い」または「幼い」の反対）

高く形〉②在一般栃准或平均程度之上：等級在上的。【反文］低 媛

一般の基準または平均レベル以上。等級が上。［反義｝低

い背丈が低い

とあり、“老”に「年をとった J という絶対的な意味があるのに対して、

“高”は「他と比べて高い j という相対的な意味を持っている。例えば、

(18）由侭齢老人照頗高齢老人，負担移重，更性老越担心的是，老人

独住，万一夜里出点事可:tf,.i,. か。（2006.8.11)

低年齢の老人が高年齢の老人の面倒をみているため、負担がか

なり重いのである。趨さんにとってもっと心配なのは、老人が

一人暮らしでいると、万一夜中に何か起きたらどうしたらいい

のかということだ。

(18）では、老人を低年齢と高年齢の人に分けているが、“高齢”を“老

齢”に換えると不自然である。なぜなら、“老齢”は「年をとった」とい

う絶対的な意味を持っているため、老人という既に「年をとったJ とい

う意味のある概念をさらに分類することはできないからである。このた

め、“老齢老人”という表現がされることはあまりない 320 また、“高齢”
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は必ずしも「年をとった」という意味を持たない。例えば、

(19）一小是地当吋己径是小 31 J1j 的高齢這功員了，……。（〈海峡専披〉

2002.11.3) 

一つには彼女が当時既に 31 歳の高年齢のスポーツ選手だったこ

と、 ・・…－。

(19）では、 31 歳は高齢といわれるような歳ではないが、あるスポーツ

の選手としての年齢から考えると高いため、このような表現が可能とな

っている。

以上から“老齢”と“高齢”の違いをまとめると、“老齢”は後に来る

語に関係なくそれだけで「年をとった」という意味があるため、常に実年

齢が高いものを指している。一方、“高齢”は後ろの語のカテゴリーの中

に組み込まれ、その中で「年齢が高い」という意味を持つわけで、本当に

実年齢が高い場合もあるし、高くない場合もあるのである 33 0 このよう

に“高”と比べ、“老”のもつ絶対的な意味は人口が年老いていくという

現象を表すのには明確でわかりやすい。それが“老齢”の定着につなが

ったにちがいない。

4-3. 官用による普及

ちなみに日本でも「老」には「年をとった」というはっきりした意味が

ある。しかし、「老齢化」－「老齢化社会J などとあまりいわれないのに

は、「老」という語のイメージもいくぶん関係しているだろう。日本では

この「老」という語が、あまりよいイメージで捉えられていないような

のである。例えば、

(20）それにしても「老眼鏡」という言葉はつらい。長寿社会で、

40歳代から「老」とは。行政用語として「老人」を「高齢者」

と言い換えている自治体も多い時代だ。・・・・・・メーカーも気にし

-154- (141) 



ているようだ。めがねレンズ大手の日OYA （本社・東京）は、

遠近両用レンズの新製品発売を記念して、「老眼鏡に替わる新

しい名前を考えよう」キャンペーンを始めた。（『朝日新聞』

2001.7.8 朝刊）

という記事がある。また、「老い」という語の作る句の多くがマイナスイ

メージを帯びている 34 という指摘もある。このほか、高齢者を意味する

言葉の好感度調査35 によれば、「熟年」・「高齢者 J などに比べ、「老人」－

「老女 J .「老婆」など「老」という語からなる言葉は好かれていないよう

である。それでは中国では“老”のイメージがよいのかというと、

(21) 中国文化与英清国家文化中対待年齢的恋度存在差昇：一般悦来，

前者敬老而后者嫌老。在中国，“老”，“高齢”意味着受到社会尊

敬，所以元人忌時 36 0 

中国文化と英語圏の国の文化とでは、年齢に対する態度に違い

がある。一般に前者は年をとっていることを敬い、後者は年を

とっていることを忌むのである。中国では「年をとっている」、

「高齢」は社会から尊敬されることを意味しているので、嫌う人

はいない。

というよいイメージを訴えるものもあれば、

(142) 

(22）在我看来，“老齢”的提法比校消板和況 l：可。因 tJ “老”字同

“衰”、“朽”、“隊｜日”、“没落”等i司意接近。……綜上所述，我覚

得把“老齢”改称“高齢”和“示齢37" ＇似乎更符合現代社会老

年人的安隊生存状況，也有利子提但一科更方健康不只板的人生杏

度。（〈解放日扱~ 2004.3.21) 

私が思うに、「老齢」という言い方はどちらかといえば消極的で

重苦しい。なぜなら、「老」という字は「衰える J .「朽ちる」－



「古くさい」－「落ちぶれる」などという語の意味と近いからだ。

……つまるところ、「老齢J を「高齢」ゃ「楽齢」に変えると現代

社会の老人の実際の暮らしぶりにより合いそうで、いっそう健

康で積極的な人生に対する態度を提唱するのにも役立つと思う

のである。

と否定的に捉える意見もあり、誰もが直面することだけに賛否両論あっ

て、よいか悪いか一概に言い切ることはできない。しかし、上述のよう

にして選ばれた“老齢”が定着することができたのは、なにより公の機

関で用いられ、マスコミによって広まったことによる。人口の高齢化に

ついて述べている文献にも

(23）老齢（Ageing）一河源子園脈会以文件的翻浮。 1982年，我国参

加朕合国“老齢伺題世界大会”吋，中文作方官方i若言，朕合国

在友表的中文会決名称和会以文件中都将Ageingi手作“老齢”0

．．…我国b人維也室内会以后出版的会以文件到成立老齢向題委員会

以及 1995 年国条院成立中国老齢坊、会，都一宜沿用“老齢”一河，

己径約定俗成，表明“老齢”一河己方大多数人所接受38 0 

老齢（Ageing）という語は国際会議文書の訳に由来する。 1982

年、わが国が国連の「高齢問題世界会議」に参加した際、中国

語が公用語とされ、国連は発表した中国語会議名や会議文書中

において Ageing を全て「老齢」と訳した。……わが国ではウィ

ーンの会議後に出版された会議文書から老齢問題委員会の成立

および1995年に国務院が中国老齢協会を作るまで一貫して「老

齢」という語がそのまま用いられ、既に長い間の使用により定

着しており、これは「老齢」という語が大多数の人に受け入れ

られるものとなったことを表している。

とある。実際に高齢化に関わる政策や機関名を調べてみると、老齢伺題
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世界大会中国委員会・中国老齢向題全国委員会・〈中国老齢工作七年友展

綱要（1994-2000年）〉・全国老齢工作委員会・〈美子加強老齢工作的決

定〉・《中国老齢事~友展“十五”廿刻綱要（2001-2005年n 39 のよう

にやはり日本とは異なり、“高齢”ではなく、“老齢”が多用されている。

このことは、表2 にみえる近年の“老齢”の使用率上昇に大いに影響を

与えているだろう。改革開放後の新語は政治に関する語棄が少ないのが

特徴だが40、語の定着という面では、政治の影響力は大きいのである。

5. おわりに

以上、“老齢”の誕生と定着、その要因を用例より実証した。“老齢”

は、植物などの専門用語から一人っ子政策をきっかけに人口学の術語と

して多用されるようになった。そして、新語として普及し、人の年齢表

現のーっとして定着したのである。“老齢”の定着の要因として、類義語

“老化”の存在、“老”という語のもつ絶対的な語義、官用の三点をあげ

たが、このほかに近年“大齢”（適齢期を過ぎた年齢）・“低齢”（低年齢）・

“倶齢”（シルバーエイジ）といった“齢”よりなる語が増え、年齢表現

が多様化していることも新語“老齢”が定着した原因の一つに数えられ

るだろう。そして、これらの要因により、中国語では“老齢化社会”が

用いられるようになったわけである。

筆者は前稿41 でも新語をとりあげたが、そこでは“新干銭”という日

本特有の乗り物を表す言葉が外来語として受容され、中国において日本

にはない比聡的語義を持つようになったことを考察した。一方、本稿で

は、日本特有の事物からではなく、日中共通の“老齢”という概念から

中国の言語文化を探った。“老齢”は、“新干銭”という外来語から誕生

した新語とは異なり、中国語新語の誕生経路の中でも多くを占める専門

用語の一般化した語であって 42、その研究意義は大きい。また、“新干

銭”で新語と大衆文化の関わりを考察したのに対し、“老齢”で、は一人っ

子政策という政策の言語への影響を考証し、新語の誕生と定着そして政

治背景を明らかにした。この点で、前稿とは異なった、新語にかかわる
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言語現象を提示し、新語における日中同形語研究をさらに補うことがで

きると考えている。

なお、本稿では、日・中で「高齢化社会J ・“老齢化社会”という異な

る表現がみられることに着目し、なぜ中国で“老齢化社会”という表現

がされるのかということについて考察したわけだが、日中同形語の成立

条件を考えるにあたって、このほかに日本ではなぜ「高齢化社会」とい

われるのかというような日本語の観点からも考察を行う必要がある。こ

の件については、今後別途検討していきたい。

〉王

1 『読売新聞』（2005年 10 月 8 日朝刊）。以下、『読売新聞』は読売新聞

記事データベース「ヨミダス文書館」による。

2 「老齢化社会」という語が全くないわけではないが、辞典でも普通見出

し語となっているのは「高齢化社会j である。例えば、日本国語大辞

典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部編『日本国語大辞典J 第

二版（小学館 2000～ 2002年）〔以下『日本j と略称〕、松村明編『大

辞林』（三省堂 1988年）〔以下『大辞』と略称〕、梅梓忠夫他監修『講

談社カラー版日本語大辞典』（講談社 1989年）には「老齢化社会」と

いう見出しはない。『日本大百科全書』（小学館 1994年）には「老齢

化社会J という見出しがあるものの、語義は「高齢化社会」にまとめ

て記載されている。

3 上海洋文出版社編浮《日双大辞典》（上海洋文出版社 2002 年） 738頁

を参照。なお、中国語にも“高齢”という語はある。

4 日中間形語とは、文字通り日本語と中国語で同形の語を指す。その

際、簡体字・繁体字といった漢字の字体の違いは問題にせず、全て同

形語として扱う。拙稿『改革開放後の新語における比聡的用法一日中

同形語“新干銭”（新幹線）小考－H『喜文研究j 90号 2006年）を参照。

5 林殿〈“老齢” － i司庄当庚止時？》（《科技木浩研究》 2005年第 3期）

を参照。

6 1946 ～ 2000年は CD-ROM版全文データベース《人民日扱五十年図文

数据系列光壷〉（人民日振出版社）を用い、 2001 ～ 2006年はインター

ネット上のデータベース、人民阿〈人民日披披系捜索》（http://search.

peopledaily.com.cn/was40/people/GB/index.htm # 3 2007 年 1 月 20 日）

を使用した。以下、日付のみの例は全て『人民日報』による。
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7 商務印書館・小学館編『中日辞典j 第2版（小学館 2003 年） 868 頁。

8 贋東、贋西、湖南、河南辞源修訂組・商務印書館編輯部編〈辞源（修

訂本）〉（商務印書館 1979 ～ 1983 年）・辞海編輯委員会編纂〈辞海〉

1999年版彩圏本（上海辞有出版社 1999年）・双活大河典繍輯委員会双

活大河典編纂赴編纂《双活大河典〉（双i吾大河典出版社 1997 年）・愛
知大学中日大辞典編纂処『中日大辞典』増訂第二版（大修館書店 1987

年）に“老齢”は収録されていない。

対外経済貿易大学・商務印書館・小学館編『日中辞典』（小学館）に

は初版（1999年）－第2版（2002年）ともに日本語の「老齢J に対する

中国語として“老齢”があげられていない。

一方、大東文化大学中国語大辞典編纂室編『中国語大辞典』（角川書

店 1994年）、長谷川良一・相原茂・小峯王親監修『講談社中日辞典』

第 l版（講談社 1998年）、伊地知善継他編『白水社中国語辞典』（白水

社 2002年）、相原茂・荒川清秀・大川完三郎主編『東方中国語辞典』

（東方書店 2004年）には収録されている。

ちなみに“高齢”は上述の辞典のうち《酔源（修訂本）〉・《辞海〉以外

には収録されている。

9 中国社会科学院活吉研究所河典繍輯室繍〈現代双i吾河典〉（商条印有
惰）〔以下〈現況〉と略称〕

10 注7前掲書

11 王均照・董福光・併嘉陵編著〈現代双i吾新司i司典〉（芥魯有社 1987 年）、

肉家嘆等繍〈双活新河河典〉（上海辞45出版社 1987年）〔以下《双i吾〉

と略称〕

12 新語の定義については諸説あるが、本稿では、改革開放後、 1978年

12月以降、①「今までになく新たにうまれた語」－②「新語義または

新用法のうまれた語」・③「近年復活した古語」を指す。注4前掲論文

を参照。

13 『日本J 第十三巻 1159頁には『医語類緊J (1872年）と『経国美談』

( 1883-84年）の用例が引用されている。

14 『大辞J 2582 頁。

15 「一人っ子政策」が人口の高齢化を引き起こした原因であるというこ

とは、人口学界における一般的な見解である。路遇主繍《新中国人口

五十年〉（中国人口出版社 2004年）〔以下〈新中国〉と略称〕 119 頁、

天児慧他編『岩波現代中国事典』（岩波書店 1999 年） 564頁、若林敬

子著『中国 人口超大国のゆくえ』（岩波書店 1994年） 123 頁を参照。

16 エイジング総合研究センター編『図表でわかる少子高齢社会の基礎知
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識』（中央法規出版 2006年） 12頁を参照。

17 『大辞』 843 頁を参照。

18 中国科学院生物学部壱題容淘組編著《老齢化中国：阿題与対策〉（中国

協和医科大学出版社 2002年） 2頁。

19 以下、『朝日新聞』の用例は、朝日新聞オンライン記事データベース

「聞蔵DNA for Libraries」による。

20 『朝日新聞』. r読売新聞J の 1987年 1 月 1 日～ 2006年 12 月 31 日の記

事を調べたところ、「少子高齢化」は『朝日新聞』で4666件、『読売新

聞J で4834件の使用例があったが、「少子老齢化」の使用例は両紙と

もに l件もなかった。このことからも「少子老齢化j という語が日本

ではなじみのないことが明らかである。

21 高井潔司・遊川和郎編著『現代中国を知るための 60章』第2版（明石

書店 2003 年） 197 頁を参照。

22 北京教育学院等合繍《人口学基拙〉（人民教育出版社 1982年） 98 頁。

23 刈停主繍〈人口学辞典〉（人民出版社 1986年） 180、 451-452 頁。

24 国際人口学会編 日本人口学会・人口学用語辞典翻訳委員会訳『人口

学用語辞典』（厚生統計協会 1994年） 37 頁。

25 朕合国国応人口学会編著栃魁信・郁宇津査瑞侍校〈人口学河典〉（商

各印有情 1992年） 41 頁。

26 邸沿葎主繍〈社会老年学》（中国人民大学出版社 1999 年） 11 頁。

27 中国大百科全-=t5忌編輯委員会《杜会学〉編輯委員会・中国大百科全

-=t5 出版社編輯部繍〈中国大百科全有〉社会学（中国大百科全二円出版社

1994 年） 236 頁。

28 栃隼著〈双活新司i吾研究〉（黒允江教育出版社 2002年） 42頁、〈双i吾〉

117 頁を参照。

29 “老化”は〈現双〉第 l 版（1978年）に収録されている。

30 政俊良・黄必富〈中国高齢化先鋒－上海人口高齢化超勢研究〉（屯

子素志〈人口〉、 http://www.popinfo.gov.cn/popinfo/pop_docrkxx.nsf/

v _dzzzwd/27FF26C49EDF2DFF48256FCBOOOE089 l 2007 年 2 月 2

日）では“人口高齢化”の意で“人口高化”が用いられている。な

お、当該論文の雑誌掲載年については、電子雑誌上では確定できず、

また紙媒体である雑誌〈人口》を実見することもできなかったため、

確認できなかった。

31 周行建等主繍〈現代双培規蒐用法大河典〉（学苑出版社 1997 年） 667、

351 頁。

32 『人民日報J の 2001 年 1 月 1 日～ 2006年 12 月 31 日の記事を調べたと
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ころ、“高齢老人” 36件に対し、“老齢老人”は0件であった。

33 周洪波主鋪〈精迭双i吾新河浩司典〉（四川人民出版社 1997年）〔1978

～ 1995年の新語を収録〕 141 頁によれば、“高齢”が「ある一定の年

齢層の中での高い年齢」という語義を持つようになったのは近年のこ

とのようだが、いずれにせよ“高”が“老”とは異なり、相対的な意

味を持っているということを表している。

34 栗原彬「「老い」とく老いる＞のドラマトゥルギー」（『老いの発見 (1

老いの人類史）』岩波書店 1986 年） 16頁。

35 辻正二著『高齢者ラベリングの社会学』（恒星社厚生閤 2000年） 94” 99 

盲。

36 王永学〈中国英活学巧者在跨文化交院中的文化干抗－h人尊老与i宅老淡

起〉（〈楚雄姉宿学院学披~ 2003年第4期）

37 シンガポールでは、「老齢」の意で“示齢”という語が用いられてお

り、“示”に lま、“安示，，（安らカミで楽しい）．

f示”（享楽にふける）などの意味が込められているという。隊建民著

《双活新河活与社会生活〉（活文出版社 2000年） 28 頁を参照。

38 注26前掲書 12頁。

39 注 18前掲書 17-20頁、《新中国｝ 1412-1456頁を参照。

40 栃隼注28前掲書 150-151 頁を参照。

41 注4前掲論文
42 5長志毅・政氏云〈新吋期新河i吾的趨勢与迭拝｝ (H吾文建没｝ 1997年第

3期）によれば、《双i吾》の収録語の約 56%が専門用語であり、専門用

語の新語に占める割合の高さを物語っている。
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